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Ⅰ. 調査概要 
【調査の目的】 
  本調査の目的は、卒業生による本学の教育への評価や卒業後の状況を把握し、それをもとに本学の

教育成果を検証することです。 
【調査対象】 

2016 年度入学生（2019 年度[2020 年 3 月]卒業） 
2018 年度入学生（2021 年度[2022 年 3 月]卒業） 

【調査期間】 
2024 年 11 月 18 日(月) 〜 2024 年 1 月 12 日(日) 

【実施方法】 
Web アンケート（郵送による調査依頼） 

【回答数】 
54 件（発送数：1508 件） 回答率：3.58% 

 
Ⅱ．ご自身についてお尋ねします                           
Q1 あなたの性別を教えてください          Q2 あなたの入学年を教えてください   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q3 あなたの卒業した学部学科を教えてください 

 
 
 

 
 

25.9%(14)

13%(7)

18.5%(10)

18.5%(10)

13%(7)

3.7%(2) 7.4%(4)
スポーツ健康科学部スポーツ健康科学科
健康栄養学部管理栄養学科
経営学部経営学科
教育学部教育学科
心理学部心理学科
人文学部心理学科
人文学部人文学科

68.5%(37)

31.5%(17)

2018年 2016年

38.9%(21)
59.3%(32)

1.9%(1)

男 女 その他・答えたくない
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Q4 現在あなたは充実した生活を送っていますか 

 
 
２. 大学時代についてお尋ねします 

【Q５〜Q9】 
正課の活動において、専門科目、免許・資格関連科目、ゼミ、卒業論文・卒業研究といった所属学部の

専門性を身に着けることに「熱心だった」または「やや熱心だった」と回答した割合が 70％を超えまし
た。正課外活動においては「アルバイト」「免許・資格の取得」の順で「熱心だった」または「やや熱心
だった」と回答した割合が高くなったが、「留学」は「熱心だった」または「やや熱心だった」と回答し
た割合は 9.3％に留まりました。今年度調査対象となっている 1 学年（2018 年度生）はコロナ禍の影響
があった学年であるが、割合は昨年度の 7.6％よりわずかに増加しました。 

在学中の活動を振り返って「多様な価値観を理解し尊重する力」が「大きく増えた」「増えた」と回答
した割合が約 70％となり、次いで「コミュニケーション能力」「ディスカッション能力」「人間関係構築
力」について「大きく増えた」「増えた」と回答した割合が約 60%を超えました。これらのうち「コミュ
ニケーション能力」「人間関係の構築力」「多様な価値観を理解し尊重する力」は、卒業生が社会人となっ
て最も重要と思う能力にも挙げられています。また Q9 全体では「専門科目」「ゼミ」が多く選択されて
いました。 
 
Q5 大学の授業科目について、どの程度熱心に取り組みましたか 

 

29.6%(16)

50%(27)

16.7%(9)

3.7%(2)

非常に充実している

やや充実している

どちらともいえない

あまり充実していない

16.7%(9)

29.6%(16)

33.3%(18)

37%(20)

35.2%(19)

35.2%(19)

53.7%(29)

37%(20)

35.2%(19)

35.2%(19)

27.8%(15)

9.3%(5)

9.3%(5)

16.7%(9)

14.8%(8)

16.7%(9)

3.7%(2)

9.3%(5)

5.6%(3)

3.7%(2)

3.7%(2)

3.7%(2)

7.4%(4)

3.7%(2)

9.3%(5)

3.7%(2)

1.9%(1)

1.9%(1)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A. 一般教養科目

B. 専門科目

C. 免許・資格関連科目

D. ゼミ

E. 卒業論文・卒業研究

熱心だった やや熱心だった どちらともいえない
やや不熱心だった 不熱心だった 取り組まなかった
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Q6 課外活動について、どの程度熱心に取り組みましたか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q7 在学中を振り返って、以下の能力はどのように変化しましたか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.7%(2)

22.2%(12)

16.7%(9)

7.4%(4)

29.6%(16)

44.4%(24)

9.3%(5)

5.6%(3)

1.9%(1)

1.9%(1)

13%(7)

22.2%(12)

35.2%(19)

13%(7)
3.7%(2)

7.4%(4)
1.9%(1)

7.4%(4)

9.3%(5)

18.5%(10)

5.6%(3)

13%(7)
1.9%(1)

3.7%(2)

5.6%(3)

5.6%(3)1.9%(1)

1.9%(1)
1.9%(1)

1.9%(1)

1.9%(1)

5.6%(3)

1.9%(1)

5.6%(3)

85.2%(46)

72.2%(39)

57.4%(31)

81.5%(44)

18.5%(10)

7.4%(4)

57.4%(31)

88.9%(48)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

F. 文化系クラブ

G. 体育系クラブ

H. 学内のサークル活動

I. 学外のサークル活動

J. 免許・資格の取得

K. アルバイト

L. ボランティア

M. 留学

熱心だった やや熱心だった どちらともいえない
やや不熱心だった 不熱心だった 取り組まなかった

11.1%(6)

11.1%(6)

25.9%(14)

16.7%(9)

13%(7)

20.4%(11)

14.8%(8)

24.1%(13)

38.9%(21)

18.5%(10)

18.5%(10)

20.4%(11)

16.7%(9)

51.9%(28)

51.9%(28)

38.9%(21)

33.3%(18)

24.1%(13)

42.6%(23)

35.2%(19)

35.2%(19)

31.5%(17)

37%(20)

40.7%(22)

35.2%(19)

42.6%(23)

31.5%(17)

27.8%(15)

29.6%(16)

40.7%(22)

50%(27)

29.6%(16)

44.4%(24)

27.8%(15)

25.9%(14)

38.9%(21)

37%(20)

40.7%(22)

35.2%(19)

1.9%(1)

1.9%(1)

7.4%(4)
5.6%(3)

7.4%(4)

1.9%(1)

1.9%(1)

1.9%(1)

1.9%(1)

5.6%(3)

5.6%(3)
1.9%(1)

5.6%(3)

5.6%(3)

1.9%(1)

5.6%(3)
3.7%(2)

3.7%(2)

3.7%(2)

3.7%(2)

3.7%(2)
3.7%(2)

1.9%(1)

1.9%(1)

1.9%(1)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① プレゼンテーション能力

② ディスカッション能力

③ コミュニケーション能力

④ 主体性

⑤ リーダーシップ

⑥ 人間関係の構築力

⑦ 論理的思考能力

⑧ ストレスに対応する力

⑨ 多様な価値観を理解し尊重する力

⑩ 前に踏み出す力

⑪ 考え抜く力

⑫ チームで働く力

⑬問題解決能力

大きく増えた 増えた 変化はなかった 減った 大きく減った わからない 無回答
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Q8 Q7 の①〜⑫の能力のうち、大学卒業後の経験を踏まえて最も重要と思うものを一つ選んで 
ください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q9 Q8 で選んだ能力を身につける上でもっとも役立ったと思う大学時代の取り組みを、Q5, Q6 の 

A〜M から一つ選んでください                   （データ表示：件数） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【Q10〜Q12】 
 Q10 の大学に通った意義として「専門的な知識が身についた」次いで「学歴や資格を得た」が多く、
85％以上が「意義があった」または「やや意義があった」と回答しています。さらに Q11 の大学に通っ
た意義のうち今最も重要と思うものについて、「専門的な知識が身についた」「仕事に必要な能力が身につ
いた」「学歴や資格を得た」が全体の 51.9％となりました。また、Q12 で Q11 の意義を得る上で大学時
代の取り組みとして役立ったものについて「専門科目」「免許・資格関連科目」の回答が多く、正課の活
動を通して得られた力に意義を見出す卒業生が多くなりました。 
 
 
 
 
 

2

1

2
1

2

2
3

1

3

1

4

2

1
1

1

4

1

1 2

1

6
1

2

1

1

1

3
1

2

0 5 10 15 20 25 30

① プレゼンテーション能力
② ディスカッション能力

③ コミュニケーション能力
④ 主体性

⑤ リーダーシップ
⑥ 人間関係の構築力

⑦ 論理的思考能力
⑧ ストレスに対応する力

⑨ 多様な価値観を理解し尊重する力
⑩ 前に踏み出す力

⑪ 考え抜く力
⑫ チームで働く力

わからない
A. 一般教養科目 B. 専門科目 C. 免許・資格関連科目 D. ゼミ
E. 卒業論文・卒業研究 F. 文化系クラブ G. 体育系クラブ H. 学内のサークル活動
I. 学外のサークル活動 J. 免許・資格の取得 K. アルバイト L. ボランティア
M. 留学 わからない

1.9%(1)
0%(0)

46.3%(25) 3.7%(2)
0%(0)

20.4%(11) 3.7%(2) 13%(7) 7.4%(4)
1.9%(1)0%(0)

1.9%(1)

0%(0)
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① プレゼンテーション能力 ② ディスカッション能力
③ コミュニケーション能力 ④ 主体性
⑤ リーダーシップ ⑥ 人間関係の構築力
⑦ 論理的思考能力 ⑧ ストレスに対応する力
⑨ 多様な価値観を理解し尊重する力 ⑩ 前に踏み出す力
⑪ 考え抜く力 ⑫ チームで働く力
⑬問題解決能力
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Q10 大学に通った意義について伺います 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q11 Q10 の①〜⑧の意義のうち、今もっとも重要と思うものを一つ選んでください 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q12 Q11 で選んだ意義を得る上でもっとも役立ったと思う大学時代の取り組みを、Q5, Q6 の A〜M か

ら一つ選んでください。                         （データ表示：件数） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9
3

1
1
1

1

4
7

1

2
2

1
1

1
1

2

2

1
1

3 1 1
1

1

2
3

0 2 4 6 8 10 12

① 一般的・基礎的知識が身についた
② 専門的な知識が身についた

③ 仕事に必要な能力が身についた
④ 学歴や資格を得た

⑤ 自分の才能を伸ばした
⑥ 友達との友情を育んだ

⑦ 先生の人柄や生き方から学んだ
⑧ 自由な時間を楽しんだ

わからない

A. 一般教養科目 B. 専門科目 C. 免許・資格関連科目
D. ゼミ E. 卒業論文・卒業研究 G. 体育系クラブ
H. 学内のサークル活動 J. 免許・資格の取得 K. アルバイト
L. ボランティア M. 留学 わからない

22.2%(12)

50%(27)

31.5%(17)

44.4%(24)

24.1%(13)

44.4%(24)

24.1%(13)

59.3%(32)

51.9%(28)

38.9%(21)

22.2%(12)

42.6%(23)

27.8%(15)

25.9%(14)

27.8%(15)

24.1%(13)

24.1%(13)

11.1%(6)

35.2%(19)

7.4%(4)

40.7%(22)

16.7%(9)

27.8%(15)

13%(7)

3.7%(2)
1.9%(1)

5.6%(3)

7.4%(4)

9.3%(5)

3.7%(2)

1.9%(1)

7.4%(4)

3.7%(2)

1.9%(1)

5.6%(3)

11.1%(6)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 一般的・基礎的知識が身についた

② 専門的な知識が身についた

③ 仕事に必要な能力が身についた

④ 学歴や資格を得た

⑤ 自分の才能を伸ばした

⑥ 友達との友情を育んだ

⑦ 先生の人柄や生き方から学んだ

⑧ 自由な時間を楽しんだ

意義があった やや意義があった どちらともいえない あまり意義はなかった 意義はなかった

0%(0) 16.7%(9) 16.7%(9) 18.5%(10) 3.7%(2) 13%(7) 3.7%(2) 20.4%(11) 7.4%(4)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 一般的・基礎的知識が身についた ② 専門的な知識が身についた ③ 仕事に必要な能力が身についた

④ 学歴や資格を得た ⑤ 自分の才能を伸ばした ⑥ 友達との友情を育んだ

⑦ 先生の人柄や生き方から学んだ ⑧ 自由な時間を楽しんだ わからない
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【Q13〜Q16】 
 Q13,14 の本学に対する卒業生の評価として 72.3％が教育やサービスに満足していると回答していま
す。また 53.7％が学生サービスやサポートに満足していると回答している一方、「不満」「とても不満」
の回答が 14.9%ありました。Q15 のキャンパス環境・学生サービスで改善してほしいと思っていたもの
では、「コンビニ」22.2％、「食堂」16.7％の回答がありました。Q16 の本学に対する評価として、大いに
評価が上がった」「少し評価が上がった」の回答が 51.1％となりました。 
 
Q13 東海学園大学で受けた教育やサービスに対して満足していますか 

 
 
Q14  東海学園大学で受けた学生サービスやサポートに対して満足していますか。  

 
 
Q15 キャンパス環境・学生サービスで改善してほしいと思っていたものはなんですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20.4%(11)

51.9%(28)

24.1%(13)

3.7%(2)

とても満足

満足

どちらともいえない

不満

13%(7)

40.7%(22)31.5%(17)

13%(7)

1.9%(1)
とても満足

満足

どちらともいえない

不満

とても不満

3.7%(2)
1.9%(1)

16.7%(9)
22.2%(12)

1.9%(1)
13%(7)

0%(0)
13%(7)

9.3%(5)
1.9%(1)
1.9%(1)
1.9%(1)

13%(7)

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

図書館
パソコン・インターネット等の情報設備

食堂
コンビニ

スポーツジム・体育館
奨学金制度や学費支援制度

クラブ・サークル活動
学園祭などの学内イベント

スクールバス
外国人交流

就職活動のサポート
専門ゼミやサークルに関係する書籍や資料、授業の充実

特になし
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Q16 東海学園大学に対する評価は、入学前と卒業後で変わりましたか。 

 
 
３．大学とのつながりについてお尋ねします 
【Q17~Q20】 

Q17 の「共生」の意識については「あまり意識していない、全く意識していない」が 68.5％となり、 
意識の定着にまでは至っていない結果となりました。Q18 の「改めて大学に進学するとしたら」という
問いに対しては、「東海学園大学の同じ学部、別の学部に進みたい」の回答が 38.9％、「別大学の同じ学
部、別種の学部に進みたい」の回答が 51.8％となりました。Q19 の「社会講座などの学ぶ機会があると
したら」という問いでは、「在学時とは別の専門領域を深く学びたい」の回答が最も多く 31.5％となりま
した。Q20 の「卒業後の本学とのつながり」については「同窓とのつながりを保っている」「本学に寄付
をしたことがある」が共に 25.9％となった一方、「つながりはない」の回答が 44.4％で最も多くなりまし
た。 
 
Q17 東海学園大学の教育の理念「共生」を普段どの程度意識していますか。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

11.1%(6)

40.7%(22)35.2%(19)

7.4%(4)

1.9%(1)3.7%(2)
大いに評価が上がった
少し評価が上がった
評価は変わらなかった
少し評価が下がった
大いに評価が下がった
わからない

7.4%(4) 3.7%(2)

20.4%(11)

40.7%(22)

27.8%(15)

常に行動の規範としている
頻繁に意識している
ときどき意識している
あまり意識していない
全く意識していない
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Q18 もしも、高校に戻って改めて大学に進学するとしたら本学を希望されますか。それとも他大学を希
望されますか。 

 
 
 
Q19 今後、東海学園大学でふたたび学ぶ機会（社会人講座など）があるとしたら、どのような希望があ

りますか。  

 
 
 
Q20 卒業後、本学とどのようなつながりがありますか。【複数選択可】 

  

27.8%(15)

11.1%(6)33.3%(18)

18.5%(10)

9.3%(5)

東海学園大学の同じ学部に進みたい

東海学園大学の別の学部に進みたい

別大学の同種の学部に進みたい

別大学の別種の学部に進みたい

その他

13%(7)

31.5%(17)
24.1%(13)

13%(7)

13%(7) 在学時に学んだ専門領域を復習したい

在学時とは別の専門領域を深く学びたい

様々な学問領域を広く浅く学びたい

今の仕事に役立つ知識や技能を習得したい

その他［具体的にご記入ください]

25.9%(14) 5.6%(3)
5.6%(3)

1.9%(1)

5.6%(3)

1.9%(1)

25.9%(14) 44.4%(24) 1.9%(1)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同窓との付き合いを保っている
クラブ・サークルの集まりに参加した、参加している
ホームページやSNS(Facebook,Twitter等)  の閲覧をしている
恩師との付き合いを保っている
ゼミや研究室の集まりに参加した、参加している
仕事上のつながりがある
同窓会や本学開催の諸行事への参加した、参加している
公開講座や図書館などを利用している
企業内、職域などの同窓の集まりに参加した、参加している
本学に寄付をしたことがある
親戚に本学関係者（学生・教職員）がいる
つながりはない
その他
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4．卒業後のお仕事についてお尋ねします 
【Q21~Q23】 
卒業後初めて就いた会社について、Q21 の雇用形態は「正社員」が最も多く 81.5％を占めました。Q22
の志望については、第一志望またはほぼ志望通りであったと回答した割合が 72.2％、志望通りではなか
ったと回答した割合が 24.1%でした。Q23 の勤務年数については「1 年未満」および「1 年~3 年未満」
の合計が 61.1％となりました。 
 
Q21 卒業後初めて仕事に就いた会社（団体）での雇用形態を選択してください。 

 
 
Q22 卒業後初めて仕事に就いた会社（団体）については、志望度通りでしたか。 
※Q19 で「5」を選択した方は回答不要です。  

 
 

Q23 卒業後初めて仕事に就いた会社（団体）には何年間勤めましたか。 
※Q19 で「5」を選択した方は回答不要です。 

 

81.5%(44)

3.7%(2)
11.1%(6)

3.7%(2) 0%(0)
正社員

契約・派遣社員

アルバイト・パート

その他(自営など)

仕事についていない

40.7%(22)

31.5%(17)

11.1%(6)

13%(7)
1.9%(1) 1.9%(1) 第一志望だった

第一志望ではなかったが、
ほぼ志望はかなったやや志望通りでなかった

全く志望通りではなかった

わからない

無回答

20.4%(11)

40.7%(22)

38.9%(21)

1年未満

1年〜3年未満

3年〜5年
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本調査の自由記述回答について  
本調査では、「Q24 大学時代に受けた教育や本学に対するご意見・ご感想、あるいは本学の後輩に対

するメッセージなど自由に記入してください。」という設問に対し自由記述の回答をいただきました。
いただいたご意見は「学園祭実行委員での経験」「大学生活の意義」「学生支援への提案」「学生生活へ
のアドバイス」「大学生活の感謝」「図書館の魅力」「卒業式への意見」「大学での学び」「同窓会開催の
希望」「教職課程の経験」というテーマに分類されました。これらのご意見について、原意を損なわな
いよう配慮しながら概要を整理しましたので、以下に報告いたします。 

 
・学園祭実行委員での経験 

人間関係の困難を乗り越え、強く成⻑しました。ゼミの先生の助言で 3 年続けた職場では、職場環境
や人間関係に満足しています。 

・大学生活の意義 
大学時代を楽しむことは重要だが、将来を見据えた学びが就職後に役立ちました。また、サークル活動
で築いた人脈が社会人になってからも活きてきます。 

・学生支援への提案 
コロナ禍でも有意義な 4 年間だったが、個別支援が弱いと感じました。今後の学生支援の改善を期待
しています。 

・学生生活へのアドバイス 
自由な時間を活かし、勉強や旅行など人生経験を積むことが重要です。また、貯金も社会人生活を迎え
るにあたり、備えておくと良いと思います。 

・大学生活の感謝 
理想的なキャンパスではなかったが、友人や先生との出会いに感謝しています。卒業後も友人と仲良く
しており、充実した大学生活でした。 

・図書館の魅力 
図書館は快適な場所で、多様な本との出会いが得られました。 

・卒業式への意見 
コロナ禍で卒業式や謝恩会ができなかったため、その分の還元を求めたいです。 

・大学での学び 
勉強嫌いだったが大学で学ぶ楽しさを知り、得意分野も発見しました。また、多様な授業や活動を通じ
て充実した時間を過ごしました。図書館での本との出会いも大きな財産です。 

・同窓会開催の希望 
コロナ禍で卒業式ができなかったため、学部ごとの同窓会開催を希望しています。 

・教職課程の経験 
教職課程は大変だったが、仲間と頑張ったことに価値を感じています。栄養教諭として働く中で、役割
を知らない先生方が多い現状にも気づけました。 


